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地域の技術教育普及を目指した「お母さんのものづくり教室.
燭台づくり j の実践
皆元一徳↑
Doing it yourself: making candleholders in a community workshop， targeting mothers in the 
neighborhood. 
Kazunori MINAMOTO 
With today's declining birthrate， the most important thing for Kagoshima Kousen is to get enough students. 
Considering this problem， 1 thought the key might be women. Therefore， 1 wanted to hold a class in making 
candleholders， and 1 tried it with some mothers in the neighborhood. Many women attended the class， and也ey
realized how much fun it was to make their own candleholders. However， up to now， the candleholder-making 
classes were my own private project， and not a school event. Therefore， 1 want to begin holding也ecl出回S邸 open
lectures， somore women can know the pleasure ofmaking紅白andcrafts themselves. 
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1 .まえがき
今，国が目指す科学技術創造立国の実現には，経
済の低迷や労働環境の変化，少子化，高齢化，子供
達の理科離れや生きる力の低下等々が，ものづくり
の根幹をも揺るがしている.他方，女性の社会進出
はさらに進み，女性の社会への影響力はますます重
大となった.今まさに，ものづくりへも新たな女性
の視点を注ぐべき時ではないかと考える.
高専の独法化も決定し，更に特色ある学校づくり
が求められている. 技術者育成を使命とし， rもの
づくり教育Jを高く掲げる本校にとっても， rもの
づくり jへの女性の更なる理解が肝要である.次代
のキーワードは女性かもしれません.
そこで，多様な産業に触れる機会の少ないこの地
域周辺のお母様方に，燭台作りというなじみやすい
講座を通して「技術jや「技術者Jをより身近に感
じていただきたい.そして，ものづくりへの興味，
関心をより深めていただけるならば， r技術立国j
T技術室
や， r技術者像Jの議論につながる新たな視点を必
ずやもたらすものと確信する.本講座は，地域の技
術教育普及および本校の入学生を確保する上でも貢
献出来ると考える.この講座の特徴は製作品目の選
定にある.つい最近までNHKで放映されていた連
続テレビドラマ「さくらj で話題となり，今なお，
特に女性観光客が多く訪れ続けているとし、う飛騨，
高山地方の「和ろうそく J. 
今回はこの和ろうそくを立てる「燭台Jづくりを
取りあげた.本計画は講座対象者が一般のお母様方
であることから特に安全性，所要時間そして費用等
の制約を受けるものの，現有設備でも十分な準備を
行えば1回， 15名程度で実施は可能と考える. ま
た，お母様方であることを考慮して，日時をずらし
ての年2回の実施を想定し， 3ヶ年にわたって延べ
人員90名程度の参加を見込んでいる.1年目は作
りやすくデザインの自由度も大きいスパイラルタイ
プ， 2年目はシングルタイプ， 3年目はツインタイ
プの製作へと発展させてゆくことを計画している.
このことから 3ヶ年， 3種類の燭台作りは長期にわ
たる本校への関心事となり，作品がご自宅を飾るこ
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ととなれば地域の話題性も十分持ちうるものと考え
る.今年度は講座の試行を行い，次年度からの本講
座実施に備える.
2.準備
2. 1 燭台の試作
スパイラル型燭台の試作を繰り返し行い，作業の
概要を把握し，講座対象者がお母様方であることを
十分考慮、に入れた作業内容にアレンジした.
2. 2 現有施設，用異の点検及び整備
現有施設，用具を整備し，製作用治具を増やすこと
により， 10名程度の同時作業が可能となった.
2. 3 実施期日及び作業時間配分の決定
平成 16年 9月末の期末試験期間中に 2日間の実
施期日を決定し，両日ともそれぞれ4時間の作業時間
配分を決定した .
2. 4 費用の算出
用具類の新たな購入の必要はなく ，製作用治具を
増やすこと，および鋼板，耐熱塗料費などとして 3
万円程度の費用を要する. (参加者を 10'"'-'20名
と想定)
2. 5 募集人員の決定
現有施設，用具の数量等より，同時に作業できる
人員を 10名と決定し， 2回実施により募集人員の
総数を 20名程度とする.
2. 6 作業内容及び作業工程の精査
講座対象者がお母様方であることから，作業の難
易度や危険度および所要時間4時間を勘案し，作業
者自身で加工を行うことを基本とするが，試作の結
果を踏まえ，技術的支援の範囲や程度を以下のよう
に決定した.
( 1 )全支援
アーク溶接
(2)おおかた支援
皿のレーザー加工，皿のプレス加工，ドリル
加工，皿のパリ取り，釘のパリ取り，皿と釘
の固定
( 3)一部支援
板のねじれ修正，パリ取り，皿と釘の直角度
の修正，血の取付位置調整
~ . 7 治具の設計及び製作
製作用治具の設計，製作を以下のように行った.
( 1 )比較用基準円シート 1 2枚
(2)板のねじれ修正用保持具 1個
(3)皿のプレス加工用金型
(上型，下型) 2組
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(4)釘打ち込み用治具
(5 )板のねじれ修正用スパナ
(6 )座金打ち込み用台座
(7)皿溶接用保治具
2. 8 測定照治具等の設計.製作
設計及び製作を以下のように行った.
2組
1 2個
2個
1個
( 1 )皿の水平度確認、用保治具 1台
(2 )皿と釘の直角度確認用金型 1個
2. 9 安全点検
作業場に以下の危険個所を確認し，改善を行った .
*自動切断装置，ガスホースハンガー，溶接棒ケー
ス，溶接ホルダーハンガー，溶接台，シャーリング
マシン，遮光板等に緩衝材の追加や形状変更など必
要な対策を講じた.
2. 1 0作業手順書の作成
試作を繰り返し行い，作業性を十分に確認した後 ，
手順書の見直しと治具のリメイクをおこなった.
2. 1 1 原材料や用具， 用品等の準備と性能確認
原材料の種類，数量を決定し，用具，用品，半製品
等を製作，準備し，一般のお母様方の技量的にも，
工程的にも問題が無いことを試作により確認した.
2. 1 2救護体制
本校保健室の支援を要請した.
2. 1 3 次年度講座の広報と応募形式の決定
( 1 )隼人町内各自治公民会へチラシ 1400枚を
配布する
(2 )隼人町内商庖街へポスターを掲示する
( 3)姶良郡内各小中学校へポスターの掲示を依頼
する
(4 )地元新聞へPRを依頼する
( 5)地元ケーブノレTVへPRを依頼する
(6 )往復ノ、ガキによる応募形式とする
3.お母さんのものづくり教室
f燭台づくり j の試行
実施日
1回目
2回目
平成 16年
1月 14日 Pm13: 00 "' 16: 30 
参加者お母さま4名
3月25日 Am9: 00 "' 13 : 00 
参加者お母さま 3名
場 所 本校手仕上げ工場，溶接工場
製作品目 スパイラル型燭台
地域の技術教育普及を目指した「お母さんのものづくり教室.燭台づくり」の実践
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図1 鋼板を努断
図2 パリ取り
図3 曲げ加工
図4 1日目で半製品が出来上がり
図5 レーザー加工
図6 皿の成形
図7 血の溶接
• 
図8 スパイラル型燭台の完成
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4. 製作した半製品，治具，工具類
4. 1 半製品
』ド， 
唱え1
図9 皿の素材とプレスした皿
図10 リベット止めされた皿
4. 2 治具，工具類
図11 金型 1 (左)， 2号機(右)
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図 13 ねじれ修正用スパナ
図14 ねじれ修正用保持具
図 15 釘打ち込み用治具
5. あとがき
講座の試行により，以下の事柄が確認できた.
( 1 )製作した治具，工具類の機能および安全性
(2 )デザインの自由度を考慮した用具，用品の必要
量
( 3)五工程に分けて作成した，作業手順書の有効性
(4)作業支援の範囲を精査し， 4時間で作品を完成
( 5)講座に要する費用
以上により，平成 16年 1月に，お母さんのもの
づくり教室「燭台っくり Jを，公開講座として実施
すべく，教務係を通じ文部科学省へ公開講座実施経
費要求書を申請した.
